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２２ 重点施策 
  

（１）今後、重点的に進めるべき施策内容 

 

問３７ あなたは今後市が重点的に進めるべき施策について、どのようなものをお考えです

か。（ア）（イ）（ウ）の各項目の中からそれぞれ２つまでお答えください。 

 

(ア) 生活環境面で重点的に進めるべき施策 

【全体】 

生活環境面で重点的に進めるべき施策としては、「緑の保護・育成」が 42.3％と最も高く、次

いで「市内循環バスや地下鉄の延伸」が 29.5％、「防災対策の充実」が 25.9％と続いている。 

 

＜図２２－１：生活環境面で重点的に進めるべき施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

 経年比較でみると、「緑の保護・育成」が、前回調査（平成 14 年）から引き続いて 1位となっ

ている。また、「防災対策の充実」が前回においては 17.0％であったが、今回は 25.9％と 8.9 ポ

イント増加した。 

 

＜表２２－１：生活環境面で重点的に進めるべき施策：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

   (%)

平成11年 平成14年 平成17年
〔ｎ＝755〕 〔ｎ＝652〕 〔ｎ＝684〕

１位 緑の保護・育成 緑の保護・育成

50.2 43.9 42.3

２位 緑の保護・育成 ごみの減量とリサイクルの推進 市内循環バスや地下鉄の延伸

36.0 27.1 29.5

３位 市内循環バスや地下鉄の延伸 市内循環バスや地下鉄の延伸 防災対策の充実

24.1 26.7 25.9

ごみの減量とリサイクルの推進

順位

42 .3

29 .5

25 .9

23 .7

21 .8

20 .9

12 .0

10 .8

2 .5

2 .9

0 10 20 30 40 50

緑の保護・育成

市内循環バスや地下鉄の延伸

防災対策の充実

ごみの減量とリサイクルの推進

道路の整備

公園、遊び場等の整備

農業・商工業の振興

交通安全施設の整備

その他

無回答

〔ｎ＝684〕
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【性別･性・年齢別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

 

 性・年齢別でみると、「緑の保護・育成」は男性の 50 歳代が 50.0％で最も高くなっている。ま

た、「防災対策の充実」は男性の 60 歳代が 40.6％と他の性／年齢層に比較して高くなっている。 

 

＜図２２－２：性別・性／年齢別＞ 
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31.9
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20.0

0% 20% 40% 60% 80%

17.6

24.9
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22.0

12.9
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14.1

40.5
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20.8

16.9

10.0
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緑の保護・育成 市内循環バスや地下鉄の延伸 防災対策の充実

      男性 (318)
女性 (338)

20～29歳 ( 32)
30～39歳 ( 35)
40～49歳 ( 59)
50～59歳 ( 62)
60～69歳 ( 64)
70歳以上 ( 64)

      20～29歳 ( 42)
30～39歳 ( 47)
40～49歳 ( 61)
50～59歳 ( 72)
60～69歳 ( 65)
70歳以上 ( 50)

       男性 (318)
女性 (338)

20～29歳 ( 32)
30～39歳 ( 35)
40～49歳 ( 59)
50～59歳 ( 62)
60～69歳 ( 64)
70歳以上 ( 64)

       20～29歳 ( 42)
30～39歳 ( 47)
40～49歳 ( 61)
50～59歳 ( 72)
60～69歳 ( 65)
70歳以上 ( 50)

道路の整備 公園、遊び場等の整備

  ｎ

   ｎ

  性
別

   性
別

     男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

     男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

ごみの減量と
リサイクルの推進



Ⅳ 調査結果の分析 

135 

 

(イ)市民へのサービス面で重点的に進めるべき施策 

【全体】 

市民へのサービス面で重点的に進めるべき施策としては、「高齢者への介護予防や介護などの充

実」が 49.1％と最も高く、次いで「子育て支援等児童福祉の充実」が 31.1％、「健康診査等保健

事業の充実」が 30.1％と続いている。 

 

＜図２２－３：市民へのサービス面で重点的に進めるべき施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年変化でみると、「高齢者への介護予防や介護などの充実」が、前回調査（平成 14 年）は 59.4％

であったが今回調査では 49.1％と 10.3 ポイント減少した。また、「環境対策の充実」が前回では

30.8％であったが、今回では 24.9％となり 5.9 ポイント減少した。 

 

＜表２２－２：市民へのサービス面で重点的に進めるべき施策：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (%)

平成11年 平成14年 平成17年
〔ｎ＝755〕 〔ｎ＝652〕 〔ｎ＝684〕

１位

55.2 59.4 49.1
２位 環境対策の充実 環境対策の充実 子育て支援等児童福祉の充実

35.1 30.8 31.1
３位 国民健康保険事業の充実 健康診査等保健事業の充実 健康診査等保健事業の充実

19.5 28.5 30.1

高齢者への介護予防や介護など
の充実

高齢者への介護予防や介護など
の充実

高齢者への介護予防や介護など
の充実

順位

〔ｎ＝684〕

49 .1

31 .1

30 .1

24 .9

16 .1

12 .3

9 .6

9 .4

0 .9

3 .8

0 10 20 30 40 50 60

高齢者への介護予防や介護などの充実

子育て支援等児童福祉の充実

健康診査等保健事業の充実

環境対策の充実

障害者福祉の充実

国民健康保健事業の充実

消費生活相談等消費者対策の充実

ボランティア・ＮＰＯ等市民活動の支援

その他

無回答
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【性別・性／年齢別】 

 性別では、「健康診査等保健事業の充実」が女性（34.9％）、男性（26.4％）となっており、女

性が男性を 8.5 ポイント上回っている。 

 

 性／年齢別でみると、「高齢者への介護予防や介護などの充実」は男女の 70 歳以上が最も高く、

それぞれ 78.1％、62.0％となっている。そして男性においては年齢が下がっていくほど減少する

傾向になっている。また、「子育て支援等児童福祉の充実」は男女ともに 30 歳代が最も高く、54.3％、

59.6％となっている。 

 

＜図２２－４：性別・性／年齢別＞ 
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        20～29歳 ( 42)
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(ウ)生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策 

【全体】 

生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策としては、「学校教育の充実」が 48.2％と最

も高く、次いで「社会教育の充実」が 20.8％、「青少年健全育成事業」が 20.3％と続いている。 

 

＜図２２－５：生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年変化でみると、「学校教育の充実」は、前回調査（平成 14 年）及び前々回調査(平成 11 年)

と順位は変わらないが、前回調査と比較すると 8.3 ポイント増加した。他方、「社会教育の充実」

も順位は変わらないが、前回調査と比較すると 9.7 ポイント減少した。 

 

＜表２２－３：生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

    (%)

平成11年 平成14年 平成17年
〔ｎ＝755〕 〔ｎ＝652〕 〔ｎ＝684〕

１位 学校教育の充実 学校教育の充実 学校教育の充実
41.2 39.9 48.2

２位 社会教育の充実 社会教育の充実 社会教育の充実
27.9 30.5 20.8

３位 文化行政・文化活動の充実 文化行政・文化活動の充実 青少年健全育成事業
22.1 23.0 20.3

順位

48 .2

20 .8

20 .3

18 .9

18 .1

17 .4

16 .1

10 .2

6 .4

1 .3

6 .0

0 10 20 30 40 50 60

学校教育の充実

社会教育の充実

青少年健全育成事業

スポーツ・レクリエーションの振興

幼児教育の充実

文化行政・文化活動の促進

コミュ二ティ事業の促進

文化財の保護

男女共同参画社会の推進

その他

無回答

〔ｎ＝684〕
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【性別・性／年齢別】 

 性別では、特に大きな差異はみられない。 

 

 性／年齢別でみると、「学校教育の充実」は女性の 30 歳代が 72.3％で最も高くなっている。ま

た、「青少年健全育成事業」は男性の70歳以上が35.9％で他の年齢層と比較して高くなっている。 

 

＜図２２－６：性別・性／年齢別＞ 
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２３ 今後設置を望む公共施設 
  

（１） 設置・増設を望む公共施設 

 

問３８ あなたは、今後、どのような公共施設の設置、あるいは増設を望まれますか。次の

中から２つまでお答えください。 

〔ｎ＝684〕 

＜図２３－1：設置・増設を望む公共施設：経年比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】 

設置・増設を望む公共施設としては、「屋内プール」が 26.2％と最も高く、次いで「音楽・文

化ホール」が 25.9％、「老人福祉センター」が 22.2％と続いている。 

 

 前回調査(平成 14 年)と比較すると、「公園」が前回調査では 26.5％であったが今回調査におい

ては 19.7％と 6.8 ポイント減少している。 
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無回答
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【性別・性／年齢別】 

性別でみると、｢総合運動場｣が男性（19.8％）、女性（13.3％）となっており、男性が 6.5 ポイ

ント上回っている。 

 性／年齢別でみると、「屋内プール」は、男性では 20 歳代（37.5％）が最も高く、女性におい

ては 30 歳代（40.4％）が最も高い。「音楽・文化ホール」は男性では 20 歳代（34.4％）､女性で

は 60 歳代（38.5％）が他の年齢層に比較して高い。また、「老人福祉センター」は､男女ともに

70 歳以上が 46.9％、50.0％と最も高く、年齢が下がるほど漸減する傾向になっている。 

 

＜図２３－２：性別・性／年齢別：上位 6項目＞ 
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【町名別】 

 町名別でみると､「屋内プール」は梅園が 35.9％で最も高くなっている。「音楽・文化ホール」

は、旭が丘、野塩でそれぞれ 37.9％、35.0％と他の町に比較して高くなっている。 

 

＜図２３－３：町名別：上位 6項目＞ 
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